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 1高度徐肱.ついで塗上性及び心室性期外収縮.
 高度徐脈.ついで房室干渉解離.
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審査 結果 要
旨
 フルオセイγ('F』othane:』』1-tri∫1uoro-2-bromo-2-chloroethane)
 は最近登場した新しい揮発性吸入麻酔剤で,強力な麻酔作用を有し,非爆発性,不燃性で,副作用
 が少く、優乳た性能を有する麻酔剤であるが,循翼器系に或程度の抑制的な影響を及ぼすという欠
 点があるので,この点についての検討は臨床上重要なことである.
 本研究にお・いては動物実験により7ルオセイソ麻酔時の徳環器系の態度を検討した.
 まず,呼吸抑制を補助呼吸によつて適宜是正しつつ喬段階の濃度のフルオセイγ蒸気を犬に吸入
 させると,収縮期圧,拡張期圧,脈圧とも次第に下降叉は減少し,その程度は吸入濃度が高い程高
 度であった。心搏数も減少の傾向を示し,高濃度吸入例に減少顕著であった.不整脈が出現する傾
 向は全ぐみられず,心電図上唯一の所見は丁波の平低化及至陰性化であり,その出現頻度及び程度
 は高濃度吸入例に一層著明であった.
 また,色素法を用いて心欝出量を中心とする循壌動態の観察を行ったところ,心搏出量及び全末
 梢血管抵抗ともにフルオセイγ吸入によって減少し,その程度は高濃度吸入例により著明であった
 事から,フルオセイγ吸入による血圧下降には'鵬出量減少及び全末梢血管抵抗の減少が共に幽与
 している事を知った.
 フルオセイγ麻酔中の血圧下降は吸入濃度を低くする事によつて多くの場合駅復するが,血圧上
 昇剤の便用を必要とする場合も少くない.フルオセイγ麻酔中の犬にエピネフリγ又はノルエピネ
 フリソを静注すると高率に心室性頻脈}心室細動等を1生起せしめるので,これ,らの昇圧剤の便用は
 活けた方がよい.一方,ネオシネフリン,メトキサミγ,エフェドリン,デゾキシエフドリγ箸は
 臨床便用量の数倍を静注しても破局的な不整脈の発生をみなかったことから,これら四者は比較的
 安全に便用できるものといえよう.
 フルオセインとエーテルとを併用すれぱフルオセインの循壌及び呼吸面への抑制的な影響を或程
 度軽減できるかもしれないとの予想のもとにt5%フルオセイン,エ・一デ.ル共沸混合体と1%フル
 オセインとを比較した.そ.の成績からみて,フルオセインどエーテルとを併用する事により,フル
 オセインの欠点を既程度軽減する事ができるとの見込みを得・た.
 本研究に於ては,特に呼吸条件に注意を払うと共に,麻酔剤濃度及び麻酔深度を一定に保ち,フ
 ルオセイγの循環動態に及ぼす影響を明らかにしたもので,充分学位に値する翻究と考えられる.
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